
医療的ケア判定スコア 基本スコア
見守りスコア
高 中 低

①

人工呼吸器（NPPV、ネイザルハイフ
ロー、パーカッションベンチレーター、
排痰補助装置、高頻度胸壁振動装置を
含む）

10 2 1 0

② 気管切開 8 2 0

③ 鼻咽頭エアウェイ 5 1 0

④ 酸素療法 8 1 0

⑤ 吸引 口鼻腔・気管内吸引 8 1 0

⑥
利用時間中のネブライザー使用・薬吸
入

3 0

⑦ 経管栄養

経鼻胃管、胃瘻 8 2 0

経鼻腸管、経胃瘻腸管、腸瘻、食道瘻 8 2 0

持続経管注入ポンプ使用 3 1 0

⑧ 中心静脈カテーテル
中心静脈栄養、肺高血圧症治療薬、麻
薬など

8 2 0

⑨ その他の注射管理
皮下注射（インスリン、麻薬など） 5 1 0

持続皮下注射ポンプ使用 3 1 0

⑩ 血糖測定
利用時間中の観血的血糖測定器 3 0

埋め込み式血糖測定機による血糖測定 3 1 0

⑪
継続する透析（血液透析、腹膜透析を
含む）

8 2 0

⑫ 排尿管理
利用時間中の間欠的導尿 5 0

持続的導尿（尿道留意カテーテル、膀
胱瘻、腎瘻、尿道ストーマ）

3 1 0

⑬ 排便管理

消化管ストーマ 5 1 0

利用時間中の摘便、浣腸 5 0

利用時間中の浣腸 3 0

⑭ 痙攣時の管理
座薬挿入、吸引、酸素投与、迷走神経
刺激装置の作動など

3 2 0

※見守りスコアは医師が判定する。

◆スコアの注意事項
１）	 １人工呼吸器の見守りスコアについて、人工呼吸器回路が外れた場合、自発呼吸がないために直ちに対応する必要があ

る場合は「高」2点、ただちではないが、概ね 15分以内に対応する日露がある場合は「中」1点、それ以外の場合は「低」
0点と分類する。

２）	 人工呼吸器と気管切開の両方を持つ場合は、気管切開の見守り切開を加点しない。
３）	 ⑩血糖測定、⑫排尿管理、⑬排便管理については、複数項目のいずれか一つを選択する。
４）	 インスリン持続皮下注射ポンプと埋め込み式血糖測定器とが連動している場合は、血糖測定の項目を加点しない。



行動障害の内容 行動障害の目安の例示 １点 ３点 ５点

1
ひどく自分の体を叩いたり
傷つけたりする行為

肉が見えたり、頭部が変形に至るような
叩きをしたり、つめをはぐなど。

週１回以上 日１日以上 １日中

2
ひどく叩いたり蹴ったりす
る等の行為

噛みつき、蹴り、殴り、髪ひき、頭突きなど、
相手が怪我をしかねないような行動など。

月１回以上 週１回以上 １日に頻回

3 激しいこだわり

強く指示しても、どうしても服を脱ぐと
か、どうしても外出を拒みとおす、何百
メートルも離れた場所に戻り取りに行く、
などの行為を止めても止めきれないもの。

週１回以上 日１日以上 １日に頻回

4 激しい器物破損

ガラス、家具、ドア、茶碗、椅子、眼鏡
などを壊し、その結果危害を本人にも周
りにも大きいもの、服を何としてでも破っ
てしまうなど。

月１回以上 週１回以上 １日に頻回

5 睡眠障害
昼夜が逆転してしまっている、ベッドに
ついていられず人や物に危害を加えるな
ど。

月１回以上 週１回以上 ほぼ毎日

6
食べられないものを口に入
れたり、過食、反すう等の
食事に関する行動

テーブルごとひっくり返す、食器ごと投
げるとか、椅子に座っていれず、皆と一
緒に食事できない。便や釘・石などを食
べ体に異常をきたした偏食など。

週１回以上 ほぼ毎日 ほぼ毎食

7 排せつに関する強度の障害
便を手でこねたり、便を投げたり、便を
壁面になすりつける。強迫的に排尿排便
行為を繰り返すなど。

月１回以上 週１回以上 ほぼ毎日

8 著しい多動

身体・生命の危険につながる飛び出しを
する。目を離すと一時も座れず走り回る。
ベランダの上など高く危険なところを上
る。

月１回以上 週１回以上 ほぼ毎日

9
通常と違う声を上げたり、
大声を出す等の行動

耐えられないような大声を出す。一度泣
き始めると大泣きが何時間も続く。

ほぼ毎日 １日中 絶えず

10 パニックへの対応が困難
一度パニックが出ると、体力的にもおさ
められずつきあっていられない状態を呈
する。

困難

11
他人に恐怖感を与える程度
の粗暴な行為があり、対応
が困難

日常生活のちょっとしたことを注意して
も、爆発的な行動を呈し、かかわってい
る側が恐怖を感じさせられるような状況
がある。

困難

Ⅰ　強度行動スコア



Ⅱ　医療度判定スコア

１　行動障害に対する専門医療の実施の有無

①向精神薬等による治療 ５点

②行動療法、動作法、TEACCHなどの技法を取り入れた薬物療法以外の専門医療 ５点

２　神経・精神疾患の合併状態

①著しい視聴覚障害（全盲などがあり、かつ何らかの手段で移動する能力をもつ） ５点

②てんかん発作が週１回以上、または６ヶ月以内のてんかん重積発作の既往 ５点

③自閉症等によりこだわりが著しく対応困難 ５点

④その他の精神疾患や不眠に対し向精神薬等による治療が必要 ５点

３　身体疾患の合併状態

①自傷・他害による外傷、多動・てんかん発作での転倒による外傷の治療（６ヶ月以内に） ３点

②慢性擦過傷・皮疹などによる外用剤・軟膏処置（６ヶ月以内に１ヵ月以上継続） ３点

③便秘のため週２回以上の浣腸、または座薬（下剤は定期内服していること） ３点

④呼吸器感染のための検査・治療 ３点

⑤その他の身体疾患での検査・治療
　（定期内服薬による副作用チェックのための検査以外、６ヶ月以内にあれば）

３点

４　自傷・他害・事故による外傷等のリスクを有する行動障害への対応

①行動障害のために常に１対１の対応が必要 ３点

②行動障害のため個室対応等が必要（１対１の対応でも開放処遇困難） ５点

③行動障害のため個室対応でも処遇困難（自傷、多動による転倒・外傷の危険）
　※いずれか一つを選択

１０点

５　患者自身の死亡に繋がるリスクを有する行動障害への対応

①食事（異食、他害につながるような盗食、詰込みによる窒息の危険など） ３．５点

②排泄（排泄訓練が必要、糞食やトイレの水飲み、多動による転倒・外傷の危険） ３．５点

③移動（多動のためどこへ行くか分からない、多動による転倒・外傷の危険） ３．５点

④入浴（多動による転倒・外傷・溺水の危険、多飲による水中毒の危険） ３．５点

⑤更衣（破衣・脱衣のための窒息の危険、異食の危険）
※次により配点
・常時１対１で医療的観察が必要な場合及び入院期間中の生命の危機回避のため個室対応や個別の
時間での対応を行なっている場合（５点）
・時に１対１で医療的観察が必要な場合（３点）

３．５点



調査項目（５領域１１項目）

項目 判断基準 特記事項

①食事

□自立	 □一部介助	 □全介助

	 （おかずを刻んでもらうなど）

・手づかみ	・スプーン	 ・フォーク	 ・箸

・普通食	 ・軟食	 ・きざみ	 ・流動食

・経管栄養（経口　胃瘻）	 ・中心静脈栄養

②排泄

□自立	 □一部介助	 □全介助

	 （便器に座らせてもらうなど）

・洋式	 ・和式	 ・おむつ	 ・ポータブル

・定時排泄

③入浴

□自立	 □一部介助	 □全介助

	 （身体を洗ってもらうなど）

・入浴	 ・シャワー浴	 ・清拭

⑤
行
動
障
害
お
よ
び
精
神
症
状

⑴強いこだわり、多動、パニッ

ク等の不安定な行動や、危険

の認識に欠ける行動。

□自立	 □週に１回以上の　□ほぼ毎日支援や配慮等が必要

	 支援や配慮等が必要	 週５日以上

⑵睡眠障害や食事・排泄に係る

不適切行動（多飲水や過飲水

を含む。）。

□自立	 □週に１回以上の　□ほぼ毎日支援や配慮等が必要

	 支援や配慮等が必要	 週５日以上

⑶自分を叩いたり傷つけたり他

人を叩いたり蹴ったり、器物

を壊したりする行為。

□自立	 □週に１回以上の　□ほぼ毎日支援や配慮等が必要

	 支援や配慮等が必要	 週５日以上

⑷気分が憂鬱で悲観的になった

り、時には思考力が低下する。

□自立	 □週に１回以上の　□ほぼ毎日支援や配慮等が必要

	 支援や配慮等が必要	 週５日以上

⑸再三の手洗いや繰り返しの確

認のため日常動作に時間がか

かる。

□自立	 □週に１回以上の　□ほぼ毎日支援や配慮等が必要

	 支援や配慮等が必要	 週５日以上

⑹他者と交流することの不安や

緊張のため外出できない。ま

た自室に閉じこもって何もし

ないでいる。

□自立	 □週に１回以上の　□ほぼ毎日支援や配慮等が必要

	 支援や配慮等が必要	 週５日以上

⑺学習障害のため、読み書きが

困難

□自立	 □週に１回以上の　□ほぼ毎日支援や配慮等が必要

	 支援や配慮等が必要	 週５日以上


